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商品情報が見づらいウェブサイトを想像できますか？ 
あるいは、ナレーターの説明が聞き取りにくい動画を？ 

これが世界中の何百万人もの人々にとっての日常なのです。 

世界保健機関によると、 

世界の人口の15％が障がいを抱えて生活しています。 

高齢者は、聴覚補助器具や視覚補助器具を必要とする経験を持っています。 

旅行者、観光客、移民は、常に他人の言語を理解できるとは限りません。 

私たちの友人や家族にも、こうした事例が数多くあります。 

あなた自身と、あなたの物語について考えてみてください。 

NTT DATAでは、一人ひとりの個性を尊重しています。 

私たちは人権を推進し、デジタル・インクルージョンの実現に取り組みます 

だからこそ私たちは、誰もが平等にデジタル体験を楽しめるようにするという使命を掲げる

のです。 

どうすればできるのか？ 

アクセシブル・デザイン・フレームワークをご紹介します。 

アクセシブル・デザイン・フレームワークは、5つの補完的な取り組みを統合しています： 

1) 成熟度モデル 

2) 自動検証ツール、手動検証、技術的な改善 

3) 障がいのある人々との包括的研究 

4) アクセシビリティ・デザインの実践 

5) 意識啓発と技術トレーニング 

知識共有と研修を通じて意識を高め、クライアントの能力強化とデジタル包摂的な文化の醸

成を図ります。 

デジタル戦略を策定し、デジタルエコシステムの成熟度を分析することでクライアントの状

況を深く理解し、寄り添います。 

また、サービスと製品がライフサイクル全体を通じて包摂的かつ持続可能であることを保証

します。 

このフレームワークは、アクセシビリティに対して、体系的で拡張性があり、測定可能な形

で取り組めるようにします。 

複数のアクセシビリティの側面を、ひとつの継続的改善モデルとして統合している点で、非

常に先進的です。 



 

組織が現在のパフォーマンスを評価し、改善のための戦略的ロードマップを策定するととも

に、European Accessibility Act（EAA）やその他のアクセシビリティ・デジタルインクルー

ジョンに関する国際基準・規制への継続的な準拠を確保するのに役立ちます。 

アクセシビリティに関する方針、プログラム、ロードマップを定義し、包括的なデジタル変

革を実現するための持続可能な戦略を構築します。 

当社はあらゆる分野での経験を有しています。 

特に電子商取引、決済システム、デジタルバンキング、通信・メディア、運輸・旅行、公共

機関・市民政策に注力しています。 

もちろん、アクセシビリティはNTT DATAの自社製品に直接組み込まれています。 

このフレームワークは、技術パートナーシップや社会組織との連携により、技術革新と社会

的専門知識を融合させることで効果を発揮します。 

また当社は、生成AIに関する包括的かつ倫理的な研究を推進する先駆者です。 

Fundación ONCEとの共同研究では、ワークショップを共に設計し、成果を導くため、ユー

ザーが直接参加することを確実にしています。 

この取り組みは、IBIOL cluster内の150人以上のアクセシビリティ専門家ネットワークによ

って支えられており、その中には約50人の障がい者も含まれています。 

これにより、技術的な卓越性が常に実体験によって裏付けられると同時に、職場におけるイ

ンクルージョンが促進されます。 

なぜ私たちはこれを行うのか 

アクセシビリティは単なるコンプライアンス要件ではなく、社会的包摂、デジタル公平性、

イノベーション、そして持続可能な成長を推進する原動力だからです。 

NTT DATAは、皆様にとってよりアクセスしやすい未来を、そしてすべての人にとってより

包摂的な未来を共に築きます。 


